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　2月19日(土)、高知市文化プラザかるぽーとにおいて、気候変動

とその影響緩和策に関するシンポジウムが開催されました。本学

は東京大学と連携し、気候変動の解析や水資源の影響等について

共同で研究を行っています。

　このシンポジウムは四国4県で実施されており、行政や専門家と

市民との対話を通じて、課題を解決する適応策を意志決定してい

く「地域経営システム」を創造する社会実験の場としています。

　地球温暖化と水循環の関わりが環境変化（風水害、水不足、水質

変化）をもたらす仕組みや水を通じた地域の利害関係を市民の

方々に説明し、専門家と市民の相互理解のプロセスと市民意識の

変化をモニタリング・分析することで、気象学・土木工学・経済学・

心理学・経営学などを統合した“新たな地域経営システム”を検証

していこうというものです。

　同イベントは毎年（5年間を予定）

開催しながら、地域住民の方々に情

報提供を行うとともに、ご意見や意

識の変化等を研究活動に活かしてい

きます。ぜひご参加ください。

　2月22日（火）、23日（水）の2日間、本学において「Moodle 

Moot Japan 2011（第3回Moodleの教育者と開発者による研

修会）」を開催しました。（主催： 高知工科大学、共催：Jaltcall.org、

JALT東四国）

　このMoodleMoot（ムードル・ムート）とは、オープンソースの

コース管理システム「MOODLE」に関する一連の発表やワーク

ショップからなる研修会で、情報共有や知識を深めるために実施

されているものです。

　今回はMoodleの生みの親であるマーティン・ドゥギアマス氏が

初来日。マーティン氏の講演を生で聴き、交流できるということも

あり、全国から約180名の参

加がありました。参加者らは

マーティン氏の講演に興味深

く耳を傾け、さらにワーク

ショップなどを通じて交流を

深めていたようです。

　携帯電話の正しい使い方や、災害時の家族との連絡方法等を学

ぶ科学教室「親子で学ぼう！通信の未来と安全」を5月7日（土）、本

学で開催しました。電子情報通信学会との共催で行ったもので、小

中学生の親子14組33名にご参加いただきました。

　NTTドコモのインストラクターから、ブログやメールによるトラブ

ル事例が映像により紹介され、携帯電話を使う際に心がけるべき点

をわかりやすく解説。長岡技術科学大学の山崎克之教授からは、各

携帯通信会社が提供する災害用伝言板について「もしもの時のた

めに、とにかく使ってみることが大切」とお話いただきました。

　また、無料でブログを作成できるサイトを使ったブログ教室も開

催。皆さんが「やってみると簡単」と感じた様子で、参加した小学生

からは「早く家に帰ってブログの更新がしたい」というコメントも。

　この教室のコーディネーターを務めた福本昌弘教授（情報学群）は

「小中学生が携帯電話を持つことに賛否はあると思いますが、正しい

使い方について関心を持つ保護者が多いことに安心しました」と話

し、今後もこのような教室の継続的な開催に意欲を見せていました。

　4月20日（水）、IEEE（Institute of Electrical and Electronics 

Engineers）主催の国際会議「ICMSAO 2011-FOURTH 

INTERNATIONAL CONFERENCE ON MODELING, 

SIMULATION AND APPLIED OPTIMIZATION」において、白石

優旗助教と竹田史章教授（共に地域連携機構　連携研究センター

知的認識システム開発研究室）が論文賞（Best Paper Award）を

受賞しました。

　この賞は、学術的に意義高い研究論文に与えられるもので、知的

認識システム開発研究室の研究テーマの１つである、青果物の外観

検査選別装置の画像処理部分が高く評価されました。今回は300

件の応募があり、うち260件が採択。うち4件が受賞しました。　

平成23年度科学技術分野の文部科学大臣表彰が4月11日発表となり、

本学から3名が以下のとおり受賞しました。

我が国の社会経済、国民生活の発展向上等に寄与

し、実際に利活用されている画期的な研究開発若

しくは発明を行った者を対象として表彰

　2月28日（月）から3月25日（金）にかけて、本学及び本学東京

キャンパスにおいて、短期セミナー「国際建設プロジェクトマネジメ

ントコース」が開講されました。

　これは、国土交通省、電力企業、建設大手企業等の要請により実

現し、国際建設プロジェクトマネジメントを学ぶ日本初の文部科学

省認定プログラムです。社会システムマネジメントコースの主要科

目を軸にし、国際事業展開に必要な人材の短期育成を目的として

います。日本の建設産業が持つ特性を国際市場の実態と比較しな

がら理解し、国際競争力の向上の基盤となるコスト管理、スケ

ジュール管理、リスク管理、プロジェクトファイナンス等を体系的に

捉えた「プロジェクトマネジメント技術」を学びます。

　体系化されたプロジェクトマネジメント技術は、国際市場への展

開だけではなく、透明性、公正性の向上を

求められている国内

建設市場でも必要と

なってきており、今

後の展開が期待さ

れます。
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科学技術分野での功績を高く評価

文部科学大臣表彰トリプル受賞
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Moodleの生みの親
マーティン氏も来日
Moodle Moot Japan 2011開催

　3月17日（木）、香美市教育委員会庁舎にて、香美市立図書館

と本学附属情報図書館の間で今後の相互協力に関して協議し、

香美市の時久惠子教育長と本学の篠森敬三館長により調印が

行われました。

　両図書館間の協力体制を整えることにより、双方の蔵書等の

情報取得を容易にし、立地条件や専門性など互いの強みを活か

した利用者へのサービスの向上と図書館活動の充実を目指す

ものです。

　まず手始めに、本学から市立図書館へ図書

の長期貸出が実施され、すでに173冊が配

架されています。地域の皆様はもちろん、本

学の学生・教職員及びご家族の皆様にも、

ますますこの二つの図書館を有効活用し

ていただけるよう努めていきます。

正しい使い方を親子で学ぶ

携帯電話教室を開催

IEEE国際会議「ICMSAO’11」にて

竹田教授と白石助教、論文賞を受賞

将来有望な若手研究者として

劉助教が日本機械学会
奨励賞を受賞

　4月21日（木）に開催された日本機械学会第88期通常総会にお

いて、劉涛助教（システム工学群）が日本機械学会奨励賞（研究）を

受賞しました。

　日本機械学会は、113年の伝統を持ち、総会員数37,000名を超

える日本では最大級の学会であり、機械分野の多くの研究者が同

学会に所属し、活動しています。

　日本機械学会奨励賞（研究）は、極め

て独創的な研究業績を挙げた、将来の

日本機械学会を背負うことが期待され

る若手研究者に与えられる非常に名誉

ある賞で、年に１度、学会全体で20名

が総会で表彰されます。

【研究名  人間の運動に関するウエアラブルなセンサシステムの研究】 

・科学技術賞【開発部門】
我が国の科学技術の発展等に寄与する可

能性の高い独創的な研究又は開発を行っ

た者を対象として表彰

・科学技術賞【研究部門】
萌芽的な研究、独創的視点に立った研究等、高度

な研究開発能力を示す顕著な研究業績をあげた

40歳未満の若手研究者を対象として表彰

・若手科学者賞

平成23度入学生より、高等学校教諭一種免許状（工業）・（理科）・（情報）、

中学校教諭一種免許状（理科）の教職課程に加えて、高等学校教諭一種免

許状(数学)、中学校教諭一種免許状(数学)が取得できるようになりました。 

大人から子供まで興味をもてる
オープンキャンパスのような雰
囲気で、県民の皆さまに高知工
科大学についてより深くお伝え
したいと考えています。

中内茂樹
国立大学法人豊橋技術科学大学　情報・知能工学系  教授
（公立大学法人高知工科大学　情報学群  客員教授）　

篠森敬三
公立大学法人高知工科大学　情報学群  教授　

加藤裕久　
伊藤光学工業株式会社  取締役  技術部ジェネラルマネージャー　

「カラーユニバーサルデザインのための
　色弱模擬フィルタの開発」

〈受賞業績名〉

〈受賞者〉
山本哲也
公立大学法人高知工科大学　
総合研究所マテリアルデザインセンター長  教授

「液晶ディスプレイに実用可能な
　酸化亜鉛機能膜の開発研究」

〈受賞業績名〉

〈受賞者〉
宮﨑　真
公立大学法人高知工科大学　総合研究所  准教授

「身体知覚の時空間的適応性の研究」
〈受賞業績名〉

〈受賞者〉

講演を行う社会マネジメントシステム研
究センター　那須清吾センター長

教職課程について
お知らせ

   「 高知工科大学
  ラジオで
  オープンキャンパス」

◎放送局
RKC高知放送

◎放送日時
毎月第1・3水曜日 12:10～12:20
（再放送）毎月第2・4土曜日 10：50～11：00

※大学HPでも、放送番組を視聴いただけます。

利用者へのサービス向上を

香美市図書館と協力体制強化へ

日本初の文部科学省認定プログラム

国際建設プロジェクト
マネジメントコース開講
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本学のラジオ番組が始まりました!

高等学校教諭
一種免許状

中学校教諭
一種免許状

工業

理科

情報

数学

理科

数学

○

○

○

○

○

○

○

○

○

システム工学群 環境理工学群 情報学群取得できる免許状

【受賞論文名】
Proposal of Whole Surface Inspection System by Simultaneous Six-
image Capture of Prolate Spheroid-Shaped Fruit and Vegetables
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